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日本バプテスト連盟全国壮年会連合規約 細則 
 

1978年5月  4 日 第  １回総会制定 

2008年8月 30日 第 43回総会改定 

 

第１章 総  則 

（目 的） 

第１条 この細則は、日本バプテスト連盟全国壮年会連合規約（以下、「規約」と略称する。）において、

別に定めることと規定した事項について定めることを目的とする。 

 

（細則にない事項） 

第２条 この細則に定めていない事項で、日本バプテスト連盟全国壮年会連合（以下「全国壮年会」と

略称する。）の運営に必要な事項は、規約第８条に定める役員会（以下、役員会」と略称する。）

の決定によるものとする。 

２．前項の役員会の決定について疑義が生じた場合は、総会において裁定するものとする。 

 

第２章 事  業 

（事 業） 

第３条 規約第５条第１項に定める「伝道者養成のための神学校献金に関する、連盟理事会より委託を

受けた事業」とは、神学校献金を推進し、西南学院大学神学部学生奨学金支援のための「奨学金

制度」の運営を行うものとする。 

２．神学校献金の目標額の設定は、地方連合壮年会等代表者会議の議を経て、総会において決定す

る。   

 

第３章 総会の構成 

（代議員数） 

第４条 規約第３条に定める各教会壮年会等は、規約第６条に定める総会に対し、それぞれ３名までの

教会員を代議員として派遣することができる。 

 

（傍聴者） 

第５条 各教会の壮年会等の会員は、代議員でない場合でも、総会に出席し、傍聴することができる。 

２．前項の傍聴者は、総会において発言することができる。但し、表決権はない。 

 

（総会の開催） 

第６条 総会は、これを定期総会と臨時総会に分ける。 

  ２．定期総会は、年１回開催しなければならない。 

  ３．役員会は、総会の期日及び開催地を決定し、それを少なくとも期日の６０日前に各教会壮年会

等に通知しなければならない。 

 

（代議員の登録）                         

第７条 前条の通知を受けた各教会壮年会等は代議員として派遣しようとする教会員の氏名を期日の

３０日前までに通知し、登録をしなければならない。 

        

（総会の成立） 

第８条 総会は、出席代議員をもって成立する。 

２．総会の定足数については、特にこれを定めない。 

 

（議案の発議） 

第９条 各教会壮年会等及び役員会は、総会に議案を提出することができる。 

２．各教会壮年会等が前項の議案を提出しようとする場合は、総会期日の３０日前までにその議案

を、役員会に提出しなければならない。 
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（議案の通知） 

第10条 役員会は、教会壮年会等が総会に提出する議案及び役員会が総会に提出する議案を文書にま

とめ、これを総会の２０日前までに各教会壮年会等に通知しなければならない。 

 

（議案の追加） 

第 11 条 各教会壮年会等及び役員会は、第７条に定める期日以後に議案を提出しようとする場合は、

当該議案の提出の可否について総会の議決をえなければならない。 

 

（議 事） 

第12条 議長は、議案提出者に対して議案の説明を求め、その趣旨が明確にされた後、これを議場に

おける質疑討論に付すものとする。 

２．採決は、特別の定めがある他は、過半数をもってこれを決する。 

３．特に定めのない事項については、日本バプテスト連盟総会議事規定に準じるものとする。 

 

第４章 総会の運営 

（総会役員） 

第13条 総会は、その運営のため次の総会役員を置く。 

    (1) 議長   １名 

    (2) 副議長  １名 

    (3) 書記   １名 

２．総会の役員は、総会の冒頭において出席代議員の中より選出する。 

３．総会は、総会役員の選出にあたり、２期を越えて同一人を選出することはできない。 

 

（議長の職務） 

第14条 議長は、総会を代表し、且、議場の秩序を維持し、議事を円滑に促進することを職務とする。 

 

（副議長の職務） 

第15条 副議長は、議長を補佐して議場の秩序を維持し、議事を整理促進することを職務とする。 

２．副議長は、議長の事故ある場合、議長の職務を代行する。 

 

（書記の職務） 

第16条 書記は、総会の議事録作成にあたる。 

 

（選 挙）                                    

第 17条 役員及び総会役員の選挙は、次の手順による。                 

(1) 各教会壮年会等は総会に対し、規約第７条２項に基づく役員の候補者及び細則第１３条２項

に基づく総会役員の候補者を推薦することができる。      

(2) 総会は、推薦された役員候補者及び総会役員候補者につき、挙手による採決、または無記名

投票による選挙のいずれかにより選出するものとする。     

(3) 無記名投票による選挙の場合、いずれの候補者も過半数の投票を得られなかった場合、総会

は、得票順による倍数の候補者により、決選投票をしなければならない。 

(4) 前項による決選投票においても過半数の得票者がない場合の取り扱いは、議場において決す

ることができる。 

   

第５章 役  員 

（役員の職務） 

第18条 規約第７条にも基づく役員の職務は、規約第８条に基づく職務の他、それぞれ次の通りとす

る。 

(1) 会長は、全国壮年会を代表し、役員会の議長となり、役員会の業務遂行を監督・指導する。 

(2) 副会長は、会長を補佐し、会長事故あるときは会長の職務を代行する。 

(3) 事務局長は、書記及び会計を統括して本会の活動、運営の業務の遂行にあたる。 

(4) 書記は、役員会の議事録を作成し、及び各教会壮年会等に対し、必要な事務連絡にあたる。 
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(5) 会計は、全国壮年会の会計全般にわたる業務にあたる。 

(6) 監査は、全国壮年会の前年度業務活動および会計決算について監査し、その監査結果を総会

に報告する。  

 

第６章 会  費 

（会 費） 

第19条 規約第10条第１項に定める会費は、１人当たり年額１５００円とする。 

  （２００８年度より適用）  

 

第７章 代表者会議の構成 

（構成員） 

第20条 代表者会議の構成員は、次の通りとする。 

（1）役員 

 (2) 地方連合壮年会等の代表者及び神学校献金推進委員 

（3）奨学金委員会の委員長及び委員長が指名した委員 

（4）規則改定委員会の委員長及び委員長が指名した委員 

    ただし地方連合壮年会等のブロック代表者の陪席を認める。 

 

第８章 事  務 

（事務局） 

第21条 本会の活動及び事業の推進のために、細則第18条に基づき、事務局長の統括の元に事務局

を置き、職員若干名を置く。 

 事務局職員の業務は、別に定める。 

 

付 則 

第１条 この細則を改正しようとする場合は、総会または役員会の発議により、総会において出席代議

員の３分の２以上の同意を得なければならない。 

 

第２条 この細則は１９７８年１月１日より発効する。 

２．この改正細則は１９８９年７月 ４日より発効する。 

３．この改正細則は１９９３年８月２８日より発効する。 

４．この改正細則は１９９５年８月２５日より発効する。 

５．この改正細則は１９９７年８月２９日より発効する。 

６．この改正細則は１９９８年８月２２日より発効する。 

７．この改正細則は２０００年９月１６日より発効する。 

８．この改正細則は２００６年８月２５日より発効する。 

９．この改正細則は２００８年８月３１日から発効する。 


